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１ 韮崎市での課題と研修・調査の目的 

本市では、三井金属鉱業(株)、東京エレクトロン山梨(株)等、大手企業を誘致

してきたが、県外への流出が続き、市内の若者が就労する場が少なくなっている

現状から、長泉町の企業増加（誘致）の手法を研修し、今後の本市の雇用機会の

創出に活かしていくこととしたい。 

２ 実施概要 

実 施 日 時 視察先 長泉町役場 

平成２９年２月１４日（火） 

 午前１０：００～午後０：００
担当部局 企業立地担当課 

報

告

内

容

１．長泉町の概要 

人口は平成 29 年 2 月 1 日現在で 43,034 人。世帯数は 16,417 戸で、静岡

県の東部に位置し、三島市、沼津市、裾野市、清水町に接した面積 26.63k

㎡の、首都圏のベッドタウン域にもなっており、東海道新幹線三島駅、新

東名高速道路長泉沼津ＩＣが近く、広域交通の結節点として利便性が高い

立地となっている。また良好な自然環境から企業誘致も進み、町内企業の

活動自体も活発であり、これら企業の大きな支えが行政施策の推進してい

くための財政力の基盤となっていることが推量できる。 

このようなことから、従前から企業の進出も多く、異業種による工業特

化が進む町であり、今後さらに企業立地が進むものと思われている。 

２．研修内容 

人口減少が進む中にあって、長泉町は人口増加や地価高騰など他地域には

ない特徴から「奇跡の自治体」ということで、メディアからも注目された自

治体で、３４年間連続して地方交付税の不交付団体であり、地価上昇率も全

国１番、またその他人口増加率、年少人口割合、生産年金人口なども静岡県

下で 1番と、確かな財政基盤の上に行財政運営が行われている自治体であ

る。今回の研修目的とした企業誘致については、特に医療産業の業績に目を

見張るものがあった。国から「ふじのくに先端医療総合特区」の指定を受

け、新たに多数の企業が医療健康産業に参入したほか、新製品の開発なども

進められ、大きな就労機会の確保につながっている。また企業誘致に対する

補助制度も一例を見ると、用地取得１,０００㎡以上、町内雇用及び設備投

資額５億円以上で、大まかには用地取得費として２０％～３０％、新規雇用

１人あたり１００万円とし、パートは５０万円の支給、限度額は２億円とさ

れ、研究所については３億円となっているとのことであった。 
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長泉町担当者から企業誘致に向けた取り組み等の説明を受けた後、本市の

上ノ山・穂坂地区工業団地への企業の進出状況などについて報告し、意見交

換を行った。 

企業が進出に関心を示す要件として、車両輸送に視点をおいた道路交通環

境や地震などの災害に強い地域であることがポイントとして挙げられること

は最近の状勢から重要なことと認識を共有した。就労機会の創出は、自治体

の財政に大きな影響を与えるものになると思うが、併せて人材の育成・確保

も重要な事案であることを確認した。 

地域、行政、企業が一体となった「まちづくり」を考えていくことが必要

不可欠なことであり、今後の議員活動に活かしていく考えである。 

 長泉町役場での研修 

※視察先の写真等がある場合は添付のこと 


